
 

はじまりの風景 

 
朝早く目覚めた時 もう一度 
寝直した１時間に見た夢 
部屋の中から白いとびら 
開けた目の前に輝く緑 
 
何かのトロフィーの頭をなでた後に 
誰かの後を歩きとびらくぐった 
 
後ろの部屋から聞こえてくる 
聞いたことのあるミュージック 
その軽快さに溶け込むような 
明るい空が眩しい 
 
短い時間で感動を 
味わうはじまりの風景 
どうしてこんなに素敵な 
夢はすぐに覚めるのだろう 
 
 
ゆめの中の時間 早くすぎて 
いつの間にか夜になって 
部屋の中から黒いとびら 
開けた目の前に輝く星たち 
 
金色の蝋燭台手にして進む自分がいた 
３本の蝋燭から放つ光揺れる 
 
後ろの部屋から聞こえてくる 
聞いたことのあるミュージック 
その安らかさに合わせるような 
またたく星が眩しい 
 
短い時間で感動を 
味わうはじまりの風景 
どうしてこんなに素敵な 
夢はすぐに覚めるのだろう 
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